


































5 月 13 日ツアー初日
我々SO-CHO PISTONS組は前日の夜中に広島を出発。広島で手配したハイエース2台に乗り込み、
いざ羽田空港まで 12 時間の旅 ! 海外バンドのメンバーの一人、ドラマーのDarren はカナダ在住の
ため、ほかのメンバーとは別便で前日の夜にカナダから一足先に到着し羽田の空港内のホテルに宿
泊してもらっていた。（海外バンドはメンバーが全員同じ国に住んでいないパターンも結構ある）
まずは彼と連絡を取り合いピックアップ出来た。その後、ツアーメイトの THE KNOCKERS が千
歳空港から到着、第一班がピックアップしに向かい、そのまま初日の会場である六本木に向かって
もらう。それから数時間後に、TEENAGE BOTTLEROCKET の残りのメンバーを乗せた飛行機が
数十分遅れで到着。入国審査が無事通ったのか、不安で一杯な時間。数分後、刺青だらけの彼ら御
一行が無事に現れ、一先ず安心したのも束の間、彼らとの自己紹介もそこそこに、飛行機の遅れも
あり、そこからすぐに今夜の会場、六本木 VARIT へ急いで向かう。予定していた入り時間を、大
幅に過ぎて会場に到着。物販を降ろし、会場で制作予定だった限定 CDEP の組み立ても、会場到
着が遅れたせいで間に合わず…物販担当のスタッフもてんてこまい。自分は SO-CHO PISTONS で
のプレイもあるので、サウンドチェックを先に済ませ、彼らのサウンドチェック後に、夕食をセッ
ティング。海外バンドあるあるだが、メンバー内にベジタリアンは普通にいるし、事前に聞いては

いたが、今回の彼らは変則的で肉しか
食べれない人、肉以外ならOK、なん
でも食べれる人と 3パターンだった。
和系の居酒屋だとどちらでも行けると
思い、そこで夕食をとってもらい、そ
うこうしてると、すぐに開場時間に。
会場に帰ると入場の列が出来ていた。
いい光景だったが、気合いも入る。当
日は SOLD OUT で、会場もパンパン
で全バンド大盛り上がりで初日は終了
した。

2 日目は東京から三重県は四日市 VORTEX
この日はロングドライブだ。現 ZAY の Shin くんが運営する箱で、彼らがバンドマンという事もあ
り採算度外視で本当に良くしてもらった。ツアーバンドの TBR のメンバーも日本に慣れてきて打ち
上げも大盛り上がりで最高に楽しんだ。当日も SOLD OUT で地元バンドと VORTEX 無しでは語れ
ない最高のツアー 2日目となった。

３日目は名古屋 RED DRAGON
この日の移動は 1時間弱、名古屋のパンク箱と言えば RED DRAGON!! 九狼牛 (CROWN) の
Vo,MUNE 氏 ( 本誌のインタビューにも登場！ ) が経営するライブハウスだ。主催は当日にも出演し
てくれたGASOLINE( 他にも XERO FICTION,NOT REBOUND) のコウイチロウ氏。この日はバリバ
リの平日の月曜日。にも関わらず多くの集客をしてくれた主催のコウイチロウ氏に心から感謝。
RED DRAGONオーナーのMUNE 氏にも大いにお世話になり大盛況で終了した。

4 日目、またまたロングドライブで、島根県は出雲へ。西日本ツアーに突入
約 8時間のドライブで出雲に無事到着。今回ツアーに出雲を入れたのは、8割はこの日の主催であ
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り島根を代表する神楽パンクバンドDR.BREAKER を彼らに見せたい事、2割は出雲大社に連れて
行きたい事だった。動員とかは気にしていなかったが、そこはDR.BREAKER。キッチリイベント
成立させてくれました！！翌日は皆んなで出雲大社に行き、TBR のメンバーも最高の体験だった
と回顧してくれた。まさに世界レベルのパワースポットだ。（冒頭の写真）

5 日目は広島県の福山MUSIC 
FACTORY
当初この日はOFF の予定だったが、この箱
のスタッフに熱烈な TBR ファンが数人居て、
何んとしてもウチでやらせて欲しいとの要望
をメンバーにも伝えて彼らも快く受け入れ
た。彼らの熱量は本物で、凄まじいまでの情
熱で宣伝やフライヤーもどの会場よりもいち
早く対応してくれ、当日も平日にも関わらず
多くのファンを集めてくれた。この日は同じ
広島県内の箱なので、そのまま SO-CHO 
PISTONS の BAVO宅に宿泊。一泊だけ日本
の家を体験してもらった。

6 日目は我々のホームグラウンドである広島＠4.14
当日は BAVO邸の庭にて全員で BBQを開催。このツアーはOFF日が無いノンストップツアーで、
この辺りから全員の疲れもピークに。しかし、この日は我々の地元広島。何んとしても盛り上げ
なくてはならないし、ひと際気合もはいる。蓋を開けてみると、平日にも関わらず予想以上の大
入り！ソールドアウトに近い動員を叩き出してくれた。広島のパンクスに大感謝！

ツアーはいよいよ後半のラストスパートへ、7日目は大阪＠FANDANGO

わらず大盛況の大入り！ FANDANGOの楽屋で加藤店長と朝まで飲んで一泊させて頂いた事は最
高の思い出。TBR メンバーも打ち上げで大盛り上がりで死ぬほど酔っ払ってました！

ツアー 8日目はいよいよファイナルへ。東京＠高円寺HIGH
今ツアー最大の箱にしてクライマックス。メンツも最高でソールドアウト！！大阪辺りからバン
ド同士別れが近くなっている事も意識し始め、事あるごとにハグ、ハグ、ハグ。全員がチームとなり、
ライブのテンションも最高潮へ。これぞツアーの醍醐味だ。終演後は箱打ち上げで出演バンドも
参加し別れを惜しむ様に予定時間を大幅にオーバー。最高の時を過ごした。

遂にツアー最終日。東京の端っこに存在する最高のPUNK箱。トロゴリやOi SKALL MATESのベー
シストでもあるシムくんのライブハウス。この日も完全ソールドアウト！！
THE HEADBANGERS,DISGUSTEENS というこれ以上ないであろう RAMONE CORE 祭、加えて
復活した FOUR TOMORROWがサポートに！！最高のテンションでツアーファイナルも大盛況で

の無事な終了と大成功をお祝いした。
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最初は当然バンド間に距離があった。言葉も上手く話せない。弦の交換等で機材を触るのも躊躇
された。でも逆の立場でも理解出来る。初めて会う異国の地の人に、大事な機材は託せない。しかし、
この数日後には皆んなとも仲良くなりチーム感も出始め、最終的にはちゃんと機材を託してくれ
た。その代わり、機材の管理は徹底した。基本的に目の届かない場所に放置しない。深夜も機材
車内には置き去りにしない等だ。メンバーの BAVO&KEIICHI,KNOCKERS の面々がキッチリ対処
してくれた結果だ。こうやって、次第にツアークルーが一体となりチーム感がハンパなくなって
くると後は放っておいても、良いグルーヴしか産まれない！日を重ねる毎に、朝からハイタッチ
にハグ、言葉は通じないが自然と一体感が産まれ始めた。これぞツアーの醍醐味。

今回ツアーパートナーに THE KNOCKERS を
誘った自分を褒めてやりたいくらい、本ツアー
は彼ら無しでは語れない。ツアーオーガナイザー
としては、もちろん各地での動員、金勘定も視
野に入れて動かなければならないが、彼らの持
つお客さん目当てでは全く無かった。新たな価
値観や新たなお客さんを共有したかった。結果
的には、どの土地に行っても KNOCKERS の T
シャツ着込んだファンが必ず来てくれていた。

KNOCKERS がこれまで、しっかり各地をツアーで回ってきた事をまざまざと見せつけられた！
準備段階で KNOCKERS のアツシとツアーに対する意見や見解の相違があり軽くぶつかり合った
りもしたが、裏を返せば、それだけアツシが、このツアーに対して本気だって事。単純に嬉しかっ
た。ツアーに誘われたから、乗っかっとこうみたいな姿勢ではない。絶対にツアーをコカす訳に
はいかんと心に誓った。

10 日目～別れの時
一行は町田に宿泊。最終日はご褒美にツアー
に帯同したバンドも全員ホテル泊。我々は経
費削減もあり、全行程を車中やツアー先の主
催者宅、四日市や大阪ではライブハウスにそ
のまま泊まらせてもらった。ホテル泊も自分
たちはツアーの収支計算で深夜まで全工程の
収支計算に追われた。朝ホテルのロビーで
TBR に収支表を確認してもらい金額にも快諾
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About　TEENAGE BOTTLEROCKET

を貰い、収支も黒字でツアーは一定の成果をあげ大成功で終了した。最初は金額も細々言ってくる
場合もあるが、結局ツアーが素晴らしかったら問題なく受け入れてもらえる事が多い。フライト時
刻までは浅草で観光と皆で最後のランチ。羽田まで全員でお見送り、メンバーには涙する者も居て
最高のツアーだった事を物語っていた。

2001 年、EMOメロディック･パンク･バンド、"HOMELESS WONDER" で活動していた
Ray(Gt/Vo) と Brandon(Dr) の Carisle 兄弟を中心に、USのワイオミングにて結成、2003
年に 1stAL『Another Way』（日本未発売）をリリース。その後、現在も POP PUNK ファ
ンから絶大なる人気を誇り、あの FAT MIKE も大ファンという THE LILLINGTONS の
Kody(Gt/Vo) が正式に加入。2005 年には当時 Fat Wreck Chords で働いていた Toby のレー
ベル、Red Scare Records と契約し傑作２ndAL『Total』（日本未発売）をリリース。2007
年 12 月にはファンの間でも、名作と名高い 3rdAL『Warning Device』を発表。
2009年、4作目となる最高傑作 "THEY CAME FROM THE SHADOWS" をリリース。本
作から、ついに Fat Wreck Chords 所属となり、2012 年には引き続き Fat Wreck から 5作
目となる "FREAK OUT" をリリース 。2015 年最新作の "TALES FROM WYOMING" を突
如 USの大手レーベル "RISE RECORDS" からリリース。
全てが順調に見えたツアー後に、オリジナルメンバーであり、Vo.RAY の双子の兄弟でも
あるスーパーエイトビートドラマー BRANDONが、自宅で意識不明で発見され、懸命の
処置も届かず 37 歳という若さで急逝。メンバーのショックは想像を絶し、特に双子の兄
弟でもある RAY のショックは計り知れない中、RAY は BRANDONへの想いをソロ名義
のアコースティック作品としてリリース。メンバーも全面参加し、彼を弔った。その後
バンドの存続も危ぶまれたが、2016 年、新ドラマ̶Chewka Darren を迎え、完全復活 !! 
2017 年には FAT WRECK CHORDS にカムバックし、初のカバーアルバムをリリース。
現在も世界中をツアーし続けている。

１つ絶対に言っておきたいのは、本
当に彼らがナイスガイで、我々に対
しても、感謝とリスペクトを持って
接してくれていたし、ライブも全行
程、動員があろうが少なかろうが全
力のフルパワーライブ。途中
Vo.RAY の声が潰れ掛けた事もあっ
たが、お構い無しで叫び捲くってた。
彼らのライブはいつも感動的だっ
た。彼らから学ぶ事は多かった。本
当に尊敬出来る最高のバンドだった。日本に呼んで本当に良かった。最後の見送りの空港の写真
を見て貰えたら全て分かってくれるでしょう。必ずまた日本に帰ってくると力強い約束もしてく
れた。次回は北に行くと約束した。必ず実現するつもりだ。関わってくれた全ての皆んなのお陰
で人生史上最高なツアーとなりました。本当にありがとうございました。また必ずやるよ。
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